
 

給食にはこんな人たちが関わっています

私たちが毎日食べている給食には、栄養士さんをはじめ、調理員さん、農家の人、畜産に携わる人、

漁師さん、水産業にたずさわる人、食材を運んでくれる運搬業の人など、たくさんの人の手が関わっ

ています。そして、私たち

の元へ給食が届けられてい

るのです。 

学校給食には「学校給食

衛生管理基準」が定められ

ており、これらの基準をク

リアした給食が、日々皆さ

んに提供される仕組みにな

っています。 

皆さんの給食は、様々な

人が関わり、衛生面に配慮

しながらつくられていま

す。 

農家の方への有り難さ、

食への尊さを感じます。 

 味付けにも工夫をこら

し、皆さんの健康を支えて

くれています。 

 

 

 

 

校訓「自律」「友愛」「勤勉」

 

【学校ホームページ↓】 

 

www. kita9.ed.jp/norimatsu-j 



給食ができるまでの紹介  ～献立作成 編～ 

以下の質問を栄養士さんにしてみました。 

Q どのようにして給食の献立をたてていますか？ 

 

北九州市の給食の献立は、約４カ月前から栄養教諭が献立の案を考えています。生徒の皆さ

んに必要な栄養量がバランスよく摂れるようにするのはもちろん、過去の献立内容の反省を

活かしながら生徒の皆さんが喜ぶ魅力ある献立を考えています。 

 

Q  どのような食材を取り入れていますか? 

 特に成長期に多く必要なカルシウムや鉄、ビタミン類をしっかり摂れるように、色々な食

材を組み合わせています。（カルシウムやビタミン類は、必要量の約３分の１から２分の１

が摂れるようにしています。） 

 

Q 工夫されていることは何ですか？ 

  昔から伝えられてきた行事食や日本各地の郷土料理を取り入れ、食べず嫌いにならないよう

に調理方法を工夫した献立を考えています。 

 

 

                           

 

 

 

 

  

 

 

 


